
 

火山防災エキスパート派遣に係る参考資料 

【伊豆東部火山群】 
 

 

 

目  次 

1. 伊豆東部火山群における火山防災上の課題 ····················· 1 

2. 伊豆東部火山群および周辺地域の概要 ························· 2 

①伊豆東部火山群の概要 ······································ 2 

②周辺地域の概要 ············································ 2 

3. 火山の概要 ················································· 3 

①噴火の歴史 ················································ 3 

②噴火の特徴 ················································ 3 

③過去の火山活動による分類 ·································· 3 

④監視・観測体制の充実等の必要がある火山 ···················· 4 

4. 観測体制 ··················································· 4 

5．伊豆東部火山群における連携体制 ····························· 5 

6．噴火警戒レベルの導入 ······································· 6 

①噴火警戒レベルの導入 ······································ 6 

②地震活動の予測情報について ································ 6 

7．火山災害に関する市町村地域防災計画の現状と課題 ············· 8 

8．ジオパークに関する取組 ····································· 9 

 

 

 

 

 

 

 

 















 7

〔予測情報の内容とその発表タイミング〕 

(予測情報の内容) 

  最大のＭ：○.○～○.○ 最大震度:○～○程度 有感回数:○～○回程度 

活動期間：4 日～1週間程度 終息判定:歪の変化が収まった場合 

火山活動:噴火に直ちに結びつくような現象が観測されていない旨を記載 

(発表タイミング) 

 第1報の発表：地殻変動が観測され、伊東市大原の震度計で震度1以上を観測した場合、

もしくは活動域に近い場所の住民が身体に感じるような地震が発生し始めた場合 

続報の発表：概ね 1 日に 1～2 回、定期的に発表。ただし、震度 5 弱以上の地震が発生

した場合、活動が急激に活発化した場合には、その都度発表。 

主たる活動の・終息の発表：地震活動が低調となり、低周波地震や火山性微動発生がな

く歪計の変化が収まったと判断した時点。ただし、「未だ活動が続いていること」、「活

動の終息期に活動の周辺域でやや大きな地震が発生した事例があること」の注意喚起を

行う。 

出典：「伊豆東部の地震活動の予測手法」報告書（概要）、     

地震調査研究推進本部地震調査委員会（平成 22 年９月）、  

http://www.jishin.go.jp/main/yosoku/izu/izu_gaiyo.pdf 

 

〔地震活動の予測情報の内容等とその発表タイミング〕 

①群発地震活動が活発になると考えられる場合には、「地震活動の予測情報」発表し、

群発地震に対する注意喚起を行う。 

②低周波地震や火山性微動が観測された場合には、マグマがごく浅部に上昇し噴火の可

能性が高まったと判断して、「噴火警戒レベル 4 又は 5」を発表し避難等を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆東部火山群における「地震活動の予測情報」と「噴火警戒レベル」 
の導入について（報道発表資料）、気象庁               

http://www.jma.go.jp/jma/press/1102/28a/izu0228.pdf        






